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令和３年２月市議会定例会一般質問発言通告書（発言順） 

◎ 代表質問 

いばら月曜会 

１３番  上 野 安 是 

１．井原市の財政運営について 

コロナ禍で地域経済は停滞し、各企業においても非常に厳しい経営を余儀な 

くされている。市民生活においても、その影響が影を落としている。 

そうした中、井原市においては、令和３年度当初予算に、一般会計２１，８ 

０５，０００千円、特別会計１０，９８２，５００千円、企業会計８，９４７， 

０２９千円、計４１，７３４，５２９千円が計上された。 

選択と集中が求められる中、吟味された予算であるとは思うが、収支の均衡 

を図るため、１，１５４，６００千円が財政調整基金から繰り入れを予定され 

ている。 

財政調整基金残高は、令和元年度末６，６６８，５１９千円、令和２年度末 

（見込）５，８５５，６５７千円、令和３年度末（見込）４，７２７，６８８ 

千円と示されている。 

税収確保も含め、今後の財政見通しをどのように考えているのか、また、ど 

のように財政を堅持していくのかその考えを伺う。 

２．新型コロナウイルスワクチンの接種体制について 

国の指示により、井原市においても新型コロナウイルスワクチンの接種が行 

われる。 

先般、専決処分にて１５，５００千円の事業費が予算化された。 

どのような体制で接種が行われるのか、その流れについて伺う。 

３．「学校のバリアフリー化」について 

   令和２年に「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成 

１８年法律第９１号）」いわゆる「バリアフリー法」と同法施行令が一部改定 
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された。これに伴い特別支援学校だけでなく、公立の小学校・中学校も「特別 

特定建築物」に加えられた。同法の施行は令和３年４月である。 

 市では「学校のバリアフリー化」をどのように進めていくのか考えを伺う。 

いばら市民クラブ 

１５番  西 田 久 志 

１．機構改革について 

「井原市事務分掌条例及び井原市都市計画審議会条例の一部を改正する条 

例」いわゆる機構改革でありますが、どのように変わるのか伺う。 

２．新型コロナウイルスワクチン接種について 

先日、井原市をはじめ近隣の市町村へ新型コロナウイルスワクチンを保管す 

るディープフリーザー冷凍庫の搬入が始まったとあるが、ワクチンの接種に係 

るスケジュールの内容を伺う。 

◎ 個人質問 

１９番  佐 藤   豊 

１．新型コロナウイルスワクチン接種に向けた本市の対応について 

   新型コロナウイルスワクチン接種が、イギリスやアメリカ等の７０を超える 

国で始まり、日本においても、２月１７日から医療従事者等から順にワクチン 

の接種がスタートしています。 

 本市では、２月１日に新型コロナウイルスワクチン接種対策室が設置され、 

２月１２日には医師会、市民病院とワクチン接種に向けた対策会議が開催され 

ています。 

 そこで、以下の４点について伺います。 

①本市で接種されるワクチンの種類とその確保及びワクチンの管理体制につ 
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いて 

②個別接種の医療機関と集団接種の場所の公表とその時期について 

   ③高齢者や交通弱者への対応について 

   ④副反応に対する相談体制について 

２．既存の紙おしめ助成制度の対象にならない後期高齢者に対する新たな紙おしめ 

助成制度の創設について 

  現在、本市では地域生活支援事業と福祉基金助成事業において紙おしめの助 

成が行われていますが、そのはざまで、制度を利用できずに、年金から紙おし 

め代を捻出することで経済的負担を強く感じておられる方もおられます。 

 そこで、既存の紙おしめ助成制度の対象にならない後期高齢者へ、新たな助 

成制度を作られてはと思いますが、本市の考えを伺います。 

２番  多 賀 信 祥 

１．０歳～２歳児の保育の量の確保を目的とした幼稚園利用について 

   本市は、他市町からの移住や本市での定住のきっかけにしてもらうことを目 

的として、令和元年度に保育料の無償化などで子育て支援策の拡充を行った。 

 全国的に保育園の利用ニーズが高く、保育料無償化が更なる待機児童の発生 

につながることを危惧し、令和元年１２月定例会、令和２年２月定例会におい 

て一般質問を行った。答弁では、増加する保育ニーズに対応する施策として、 

幼稚園をその受皿にしていく考えがあるとのことであった。しかし、現在でも 

保育園の利用ニーズが依然として高く、３歳～５歳児の保育園利用の受皿とし 

て幼稚園が利用されにくい状況であるように感じる。 

 そこで、０歳～２歳児の保育園の利用希望に対応できるように、３歳～５歳 

児に幼稚園を利用してもらうための今後の方針について伺う。 
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１０番  三 宅 文 雄 

１．空き家の現状と対策について 

   少子高齢化の時代を迎え、地方自治体のこれからの重要な課題として、人口 

減少問題と空き家対策が挙げられている。社会情勢の変化により、空き家が増 

加する傾向にある。市では平成３０年度から令和９年度までの１０年間を計画 

期間とする井原市空家等対策計画を策定し、適切な管理が行われていない空き 

家等に係る問題に対処するとともに、空き家の有効活用にも努めておられると 

ころである。 

そこで、今後の大きな行政課題となることが予想される空き家の現状と対策 

について、本市としての考えを伺う。 

６番  西 村 慎次郎 

１．いばら生き生きクラブの活動状況と今後の運営について 

   いばら生き生きクラブは、平成１３年に設立され、子どもから高齢者に至る 

市民の文化・スポーツ活動の振興を図るとともに、市民の健康づくりとコミュ 

ニティづくりに寄与することを目的に活動されている総合型地域スポーツクラ 

ブです。 

 令和３年２月５日のいばら生き生きクラブ運営委員会で、来年度に向けた運 

営についての説明があり、その運営が大きく変わるように伺っています。 

 そこで、いばら生き生きクラブについて、現在の活動状況と今後どのように 

運営が変わるのか伺います。 

１番  妹 尾 文 彦 

１．シティプロモーション事業の取り組み方法について 

先月、井原市シティプロモーション事業として研修会が行われました。 
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その研修会では、井原市のシティプロモーションを成功させるためには、井 

原市のイメージを持たせるためのブランディングが必要であり、その柱として 

美星の星空を選定し、それに関連づけて事業を展開していくのが良いという講 

師からの意見がありました。 

現在、美星町観光協会と市が中心となって、アジア初の「星空保護区」の認 

定を目指し、取り組んでいるところです。 

アジア初の認定が受け入れられれば、この美星の星空は、かなり効果的なも 

のになると考えます。 

しかし一方で、市民との合意形成はできているでしょうか。市民の理解を得 

て、市民が一丸となって進めていくことが、今後のシティプロモーション事業 

には必要ではないかと考えますが、市として、今後どのように対応して行くの 

か伺います。 

８番  柳 井 一 徳 

１．新型コロナウイルス感染症による昨年の小・中学校休校措置の検証と今後の 

対応について 

   ①昨年の休校措置により減少した授業時間は、夏休みの短縮などにより確保 

されたが、現時点で、授業や学校運営などに支障はないのか伺う。 

   ②県内の市町や福山市の学校では、教職員や児童・生徒に感染者が出ている。 

本市では現在のところ、感染者は出ていないが、今後、感染者が発生した 

場合、学校や家庭が取るべき対応策について伺う。 

   ③現在、校内Ｗｉ－Ｆｉ構築など学校ＩＣＴ化を急速に進めているが、将来 

的には授業の録画配信やライブ配信などのオンライン授業を行う考えがあ 

るのか伺う。 

   ④選択登校制という制度が各地で広がりつつある。この制度は、新型コロナ 

ウイルス感染を鑑みて、自主的に学校を休むことを事前に教育委員会に申 
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請し、家庭でオンライン授業に参加することを選択する制度で、大阪府寝 

屋川市ではいち早くこの制度を採用し、福岡県や熊本県、千葉県でも採用 

されている。 

そこで、この選択登校制の実施の有無について、教育長の考えを伺う。 

２．中学生の自転車通学における自転車保険の加入について 

自転車運転時に通行人との接触事故により、家族に多額な賠償が発生する事 

例が報道されている。 

本市では、各学校の自転車通学の生徒に自転車保険の加入を義務付けている 

のか伺う。 

４番  山 下 憲 雄 

１．ふるさと納税に関する取り組みについて 

   人口減少に加え、新型コロナウイルスの影響により、財源の確保はますます 

厳しくなると予測されます。本市の安定的な行財政運営に財源確保は欠かせな 

いものです。財源確保の重要な手段としてふるさと納税の活用はどの自治体で 

も取り組まれています。 

 ふるさと納税は、財源確保と地域活性化への効果は大きいものと考えます。 

本市では、ふるさと納税にどのように取り組んでいるのか、以下の４点につい 

て伺います。 

①過去３年間におけるふるさと納税の寄附実績及び今年度の状況について 

②ふるさと納税の寄附者を増やすための取り組みについて 

③クラウドファンディングに対する取り組みについて 

④企業版ふるさと納税を活用する事業の実施について 
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３番  柳 原 英 子 

１．敬老会事業について 

   令和元年１２月定例会で質問した敬老会事業について、「敬老会そのものの 

あり方について、地域の皆様のご意見をいただきながら検討してまいりたいと 

考えております。」との答弁でありました。 

その後、検討の状況について伺います。 

２．井原市女性協議会解散後のあり方について 

井原市女性協議会が解散すると聞きました。当協議会が担ってきた地域での 

役割は、市全体においても大きいものがあったと思います。 

 解散後、女性の社会進出等を含めて、市ではどのような考えなのか伺います。 

３．消防団員のなり手不足と負担軽減について 

   全国的に消防団員の減少が続いている中、本市においても消防団員のなり手 

がいないと言う声を聞く。 

 消防団活動の夜間、長期間の厳しい訓練などにより、家族との時間が犠牲に 

なることなどが、消防団に入らない理由だと聞いたこともある。 

 そこで、消防団活動を見直し、団員の負担軽減できないか伺います。 

１２番  藤 原 浩 司 

１．井原市の公共工事の発注状況等について 

災害復旧工事を含めた公共工事の発注状況及び進捗について伺う。 

２．「ふるさと井原の未来を創るひとづくり事業」における人づくりについて 

市は、人づくりをどのように考えているのか具体的に伺う。 

３．「古き時代の栄華に触れる井原デニムで元気なまちの再興事業」の現況につい 

 て 
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市では「古き時代の栄華に触れる井原デニムで元気なまちの再興事業」につ 

いて支援しているが、一般社団法人井原デニムストリート及び舞鶴楼の現況に 

ついて伺う。 


